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No.456
人　口	19,310 人 [676] (+19 [+14])
　男	 9,760 人 [281] (　+8 [　+7])
　女	 9,550 人 [395] (+11 [　+7])
世帯数	 8,210 戸 [355] (+25 [　+8])

※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

まちの動き 9 月 1日現在（前月比）

ふ
れ

あ
い祭 り 始 ま る よ ♪



山本 譲二

田中アキラ

出  演  者

ふるさとふれあい祭りプログラム 　

今
年
も
町
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
第
27
回
昭
和
町
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」を
10
月
11
日（
日
）に
押
原
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

　

歌
手
の
山
本
譲
二
さ
ん
と
地
元
に
ゆ
か
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を

迎
え
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や

お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
、子
供
た
ち
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、動

物
の
ひ
ろ
ば
、各
種
団
体
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
、楽
し
い
催
し
物
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

爽
や
か
な
秋
の
一
日
、皆
様
ど
う
ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　※	自転車でご来場の方は、「正法寺北駐輪場」または「押原中学校校庭駐輪場」に駐輪してください。
　※	車両進入禁止区域は、自転車も進入禁止です。駐輪場への進入は、規制外道路から、または下車して徒歩で

通行してください。

時 　　間 催    　　　　　    物
9:40 ～ 10:00 神輿練り歩き

10:00 ～ 10:30 開会式
10:30 ～ 11:10 押原中学校吹奏楽部の演奏

11:20 ～ 12:00 キャラクターショー（1回目）
　・Ｇｏ！プリンセスプリキュア

12:00 ～ 12:30 お笑いステージ
　・ぴっかり高木といしいそうたろう

12:30 ～ 13:30 町民ふれあいオンステージ
　・青沼ーズ  ・舞ホタル  ・ウキウキレイアロハ

13:55 ～ 15:20
ふれあいコンサート  　
　・田中アキラ（13:55 ～）
　・山本  譲二（14:20 ～）

15:20 ～ 16:00 キャラクターショー（2回目）　

第51回　昭和町文化祭
　昭和町文化協会では、昭和町ふるさとふれあい祭り
の開催日を含む10月９日（金）夜から12日（月・祝）午
前までの４日間、総合会館を中心に「第51回昭和町文化
祭」を開催します。皆様のお越しをお待ちしています。
日　　　時　10月9日（金）～ 12日（月・祝）
	 　　 ※9日は夜から、12日は午前中のみ開催
場　　　所　総合会館・中央公民館
問い合わせ　町教育委員会（☎２７５‐８６４１）

シャトルバスをご利用ください！
　西条小学校と常永小学校から、お祭り会場付近
へシャトルバスを運行します。会場周辺の駐車場・
駐輪場は限りがありますので、シャトルバスのご
利用にご協力ください。

［運行ルート］	 西条小学校　⇔　総合体育館
	 常永小学校　⇔　総合体育館

［運 行 時 間］	 午前9時20分から午後4時まで
	 （約10分間隔で運行）

ぴっかり高木と
いしいそうたろう

第
27
回 

昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り

○
テ
ー
マ	

　
　
「
手
を
つ
な
ぎ  

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

輝
く
昭
和
」

○
日　
時	

10
月
11
日（
日
）

	

午
前
10
時
～
午
後
4
時（
雨
天
決
行
）

○
場　
所	

押
原
公
園（
昭
和
町
押
越
１
５
０
０
‐
１
）

　

	

※
雨
天
の
場
合
、一
部
催
し
物
を
総
合
体
育

館
に
会
場
変
更
し
て
開
催
し
ま
す

○
注　
意	

  

＊	

ペ
ッ
ト
同
伴
禁
止

　
　

 

会
場
内
に
犬
猫
等
を
連
れ
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

  

＊	

会
場
内
禁
煙

　
　

 

喫
煙
は
指
定
の
喫
煙
所
で
お
願
い
し
ま
す

  

＊	

自
転
車
進
入
禁
止

　
　

 

自
転
車
は
指
定
の
駐
輪
場
に
駐
輪
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ 　
企
画
財
政
課（
☎
２
７
５ 

‐
８
１
５
４
）

押原小学校

第一駐車場
（一般）

第二駐車場（一般）第二駐車場（一般）

ふれあい祭り会場ふれあい祭り会場

第三駐車場
（一般）
第三駐車場
（一般）

役場

総合会館
文化祭会場

総合体育館 正法寺正法寺

押越区
公会堂

田島輪店田島輪店

県
道
甲
府
市
川
三
郷
線

昭和押原公園昭和押原公園

喫煙所

中
央
自
動
車
道

昭

和
バイ
パス

P

→

→
←

P

P

P

P

駐輪場
（自転車）

第四駐車場
（障害者・一般）
第四駐車場

（障害者・一般）押原中学校押原中学校→
←

→
←

→
←

→

→

←

←

シャトルバス進入路

障害者駐車場（清水会館駐車場）障害者駐車場（清水会館駐車場）
※市川三郷線からのみ入れます
※台数に限りがありますので（約１０台）
　満車の場合は第四駐車場へお願いします

駐輪場
（自転車）
※正法寺側から
　のみ入れます。

プロム
ナード

シャトルバス
停留所

シャトルバス
停留所

5
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●	

簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。不
在
の
場
合
は
、不
在
連
絡
票
に

従
っ
て
郵
便
局
へ
連
絡
し
、必
ず
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

●	

郵
送
さ
れ
る「
通
知
カ
ー
ド
」は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
の
み
の
カ
ー
ド
で
す
。身
分
証
明
書
や
電
子
申
請
に
使
う
場
合
、

別
途「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ご

希
望
の
方
は
、通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の
申
請
書
で
、お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
穂ほ

の
か
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、平
成
28
年
１
月
か

ら
行
政
手
続
き
で
利
用
が
始
ま
り
、年

金
、雇
用
保
険
、医
療
保
険
の
手
続
き
、

生
活
保
護
や
福
祉
の
給
付
、確
定
申
告

な
ど
、法
律
に
定
め
ら
れ
た
事
務
に

限
っ
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

●	

民
間
事
業
者
は
、社
会
保
険
、源
泉
徴
収

事
務
な
ど
、法
律
で
定
め
ら
れ
た
範
囲

に
限
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
い

ま
す
。

●	

そ
の
他
、法
律
で
定
め
ら
れ
た
目
的
以

外
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
こ

と
、他
人
に
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正

に
入
手
し
た
り
、正
当
な
理
由
な
く
提

供
す
る
と
、処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
か
ら
、す
べ
て
の
国
民
一
人
一
人
に
12
桁
の
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、行
政
を
効
率
化
し
、国
民
の
利
便
性
を
高
め
、公
平
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、年
金
や
健
康
保
険
、税
な
ど
の
分
野
で
個
人
を
識
別
す
る
番
号
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
さ
れ
た「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」は
、身
分
証
明
書
や
電
子
申
請
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

11
月
以
降
に
、住
民
票
の
住
所
に「
通
知
カ
ー
ド
」を
送
付
し
ま
す
の
で
、必
ず
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
５
月
、障
害
を
持
つ
方
と
家
族
等
の
地
域
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
『
穂
の
か
』」を
中
央
市
と
共
同
で
開
設
し
、今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
障
害
福
祉
向
上
の
た
め
、障
害
を
持
つ
方
と
そ
の
家
族
等
の
力
添
え
と
な
れ
る
よ
う
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
の
で
、是
非
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、一
生
涯
、同
じ
番
号
を

使
い
ま
す　
の
で
、む
や
み
に
他
人
に
知

ら
れ
な
い
よ
う
、大
切
に
取
り
扱
っ
て
く

だ
さ
い
。

●	

住
所
の
異
動
を
さ
れ
る
方
は
、必
ず
異
動

対
象
者
全
員
の「
通
知
カ
ー
ド
」を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８
）

　
昭
和
町
役
場　
町
民
窓
口
課　

　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

通
知
カ
ー
ド
の
送
付
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

そ
の
他

利
用
対
象
者

町
内
在
住
の
障
害
児
と
障
害
者（
身
体
・
知
的
・
精
神
・
発
達
障
害
・
難
病
等
の

障
害
種
別
を
問
わ
ず
）お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

開
所
日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

	
	

    　
　
　
　
　

 （
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
員
構
成　
　

男
性
相
談
員
２
名　
女
性
相
談
員
１
名

所
在
地
・
連
絡
先

中
央
市
成
島
２
２
６
６（
中
央
市
役
所
玉
穂
庁
舎
敷
地
内
）

☎
２
７
４
‐
１
１
０
０　
F
A
X
２
７
４
‐
１
１
０
３

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：chuo-show

a-soudan@
city.chuo.yam

anashi.jp

　
※	

毎
月
第
２・４
週
目
の
金
曜
日　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、昭
和
町
総
合
会
館

で
出
張
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課　
障
害
福
祉
係　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

わかば幼稚園

環状道路

イツモア

山梨大学医学部
附属病院

穂のか

中央市役所

通知カード（全員に郵送）

個人番号カード（希望者のみ）

行政の効率化 国民の利便性の
向上

公平・公正な
社会の実現

 マイナンバーの３つの目的
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▶町長と語らいのとき
　日時：10月7日（水）	

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：10月9日（金）	

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室
（企画財政課 ☎275-8154）
▶特設行政相談（※）
　日時：10月15日（木）	

午後1時～4時
　場所：中央公民館2階 会議室
（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：10月14日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　日時：10月24日（土）	

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階 相談所
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障害者相談員出張相談（※）
　日時：10月9（金）・23日（金）	

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です	
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：10月19日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏
（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　

町
で
は
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
な
ど
を
対
象
に「
昭
和
町
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト（
あ
ん
し
ん
情
報
キ
ッ
ト
）」を
配
付
し
ま
す
。こ
れ
は
、災
害
や
急
病
時
に
、高

齢
者
の
方
々
が
直
接
症
状
を
説
明
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、救
急
隊
員
が
キ
ッ
ト

内
の
情
報
を
確
認
し
、適
切
な
医
療
措
置
を
行
う
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
か
ら
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
の
で
、万
が
一
の
備
え
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　
福
祉
課　
長
寿
社
会
係（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、来
春
小
学
校
に
入
学
予
定
の

お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
に
は
、９
月
下

旬
に
①
～
⑤
ま
で
の
５
種
類
の
書
類
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。新
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
で
、

書
類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、学
校
教
育
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

	　
　

　
10
月
28
日（
水
）午
後
１
時
～

　
　
　

　
町
総
合
会
館

　
①
健
康
診
断
実
施
の
お
知
ら
せ

　
②
保
健
調
査
票

　
③
家
庭
環
境
調
査
票

　
④
就
学
時
健
康
診
断
票

　
⑤
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
課（
☎
２
７
５
‐
８
６
３
１
）

	　

  

●	

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
65
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯

　

  

●	

日
中
に
お
い
て
右
記
に
準
ず
る
方

　

  

● 	

身
体
障
害
者
手
帳
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

      　
　
　
　

	
	

　
　
10
月
か
ら
福
祉
課
窓
口
で
希
望
受
付

      	
	

　
　

・
保
管
容
器　

・
救
急
医
療
情
報
用
紙　

・
ス
テ
ッ
カ
ー
（
磁
石
と
シ
ー
ル
の
２
枚
）

①	

あ
ん
し
ん
情
報
キ
ッ
ト
内
の「
救
急
医
療
情
報
用
紙
」へ
持
病

や
普
段
飲
ん
で
い
る
薬
な
ど
を
記
入
し
ま
す

②	

あ
ん
し
ん
情
報
キ
ッ
ト
内
に
次
の
書
類
を
入
れ
ま
す

　
・
救
急
医
療
情
報
用
紙	

・
お
薬
手
帳
の
写
し

　
・
保
険
証
、診
察
券
の
写
し	

・
本
人
の
写
真
な
ど

③	

あ
ん
し
ん
情
報
キ
ッ
ト
を
冷
蔵
庫
内
に
保
管
し
、冷
蔵
庫
の

外
側
に「
ス
テ
ッ
カ
ー
（
磁
石
）」を
貼
り
ま
す

④	

玄
関
の
内
側
に
も「
ス
テ
ッ
カ
ー
（
シ
ー
ル
）」を
貼
り
ま
す

①	

自
宅
に
救
急
車
な
ど
が
到
着

②	

救
急
隊
員
が
玄
関
内
側
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
確
認

③	

冷
蔵
庫
か
ら「
あ
ん
し
ん
情
報
キ
ッ
ト
」を
取
り
出
し
情
報
確
認

④	

情
報
を
踏
ま
え
た
必
要
な
処
置
や
救
急
搬
送
等
を
手
配

就
学
時
健
康
診
断

の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に

あ
ん
し
ん
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

対 

象 

者

情
報
キ
ッ
ト
内
容

配
付
時
期（
受
付
開
始
）

救
急
時
の
利
用
の
流
れ

使
い
方（
保
管
方
法
）

健
康
診
断
日
時

健
康
診
断
会
場

送
付
書
類

　9 月 11 日（金）、88 歳の米寿を迎えられた方々を町長が訪問し、
町からの記念品を贈呈し、長寿をお祝いいたしました。皆様の一層
のご長寿をお祈りいたします。
　米寿を迎えられたみなさんは次のとおりです。

 88  th Birthday

梶
原　
つ
ね
子

金
山　
み
や
子

志
村　

健
次

髙
野　

健
治

髙
野　

三
夫

中
所　

茂
夫

名
執　

和
江

望
月　
三
重
子

小
林　
た
か
子

五
味　

昭
子

髙
野　

日
出

立
川　

四
郎

中
西　

玉
代

古
屋　
う
め
よ

湯
村　

武
基

前
田　

基
子

望
月　

花
子

塩
田　

松
枝

保
坂　

花
子

堀
内　

照
夫

海
野　

初
子

雨
宮　

晴
子

柿
島　

中
子

小
林　
き
ぬ
子

佐
野　

孟
子

佐
野　

安
一

三
井　

嘉
子

山
口　

善
一

渡
邊　

喜
夫

石
原　

友
雄

泉　

と
も
子

香
坂　

則
雄

五
味　

京
子

丸
山　
さ
き
子

野
澤　

昭
二

飯
野　
智
惠
子

磯
部　

繁
藏

小
澤　

春
男

堀
内　

久
子

石
原　

正
代

河
合　

秀
雄

五
味　

久
代

佐
野　

英
次

佐
野　

一
枝

松
尾　

洋
子

大
久
保　
和
夫

保
坂　
ま
さ
江

杉
山　
貴
久
夫

望
月　
か
づ
江

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん  

大
正
15
年
９
月
16
日
～
昭
和
２
年
９
月
15
日
生
ま
れ
の
方 （
敬
称
略
・
50
音
順
）

西
条
一
区

西
条
二
区

西
条
新
田

押　
　
越

飯　
　
喰

河　
　
西

清
水
新
居

河
東
中
島

紙
漉
阿
原

築
地
新
居

上 

河 

東

上
河
東
二
区

congratulation

米寿を迎えられたみなさん
おめでとうございます
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町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
　あなたの身近な話題、お待ちしています♪
（企画財政課 広報担当 ☎ 275-8154、kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp）

まちのわだい

　8月、町内各地で夏祭りが催されました。
　8月23日（日）には、西条一区の「若宮八幡神社夏祭り」が行われました。町内
最古ともいう800年以上の歴史を誇る神社で行われたお祭りは、大人と子供の
神輿のほか、夜のステージなど、盛大に執り行われました。
　また同日、西条二区第2公会堂
で、「楠

くすのきじぞうそんさい
地蔵尊祭」も行われました。

その昔、鎌
か ま だ が わ

田川の大洪水で流れ着い
た大木を祀

まつ
った楠地蔵尊にちなむ

お祭りで、公会堂前の広場には、焼
きそばやかき氷、ヨーヨー釣りなど
の出店がたち並び、多くの親子連れ
でにぎわいました。

夏祭り
　「コミュニティ・スクール」は、地域の力で学校を育て、学校の力で地域を育てる、
地域と学校とが共に歩む学校の在り方です。押原小学校では、コミュニティ・ス
クールの一環として、地元にゆかりの芸術家の作品を展示する「スクールギャラリ
ー」に取り組んでいます。
　町内には、絵画、写真、文芸等、さまざまな分野で活
躍されている方々がいます。その方々の作品を学校に
展示し、子供たちの教育に役立てるとともに、創作者
の発表の場としても活用してもらい、学校と地域とが
共に育て合う機会としています。
　ギャラリーは、開校時間内ならどなたでもご覧にな
れます。ぜひお気軽に学校を訪れていただき、素晴ら
しい作品の数々をご覧ください。なお、ご来校の際は
学校にご連絡ください。（押原小学校 ☎275-2053）

学校の個展にようこそ！

　8月5日（水）から23日（日）にかけて、全国中学体育大会と関東大会が開催さ
れ、押原中学校からも多くの種目で大会に参加し、全国・関東の強豪を相手に
奮戦しました。
　中でも、女子200メートルバタフライで関東大会に出場した田中さくらさん

（水泳部２年）は、関東大会で1位の成績を収めるとともに、2分17秒80のタイ
ムで、関東大会新記録を達成しました。新記録、おめでとうございます(^-^)/

関東大会新記録！

チャレラン大会
　夏休みの始まったばかりの7月24日（金）、総合会館で「第23回児童館チャレンジラン
キング大会」が開催されました。このイベントは、中学生や小学校高学年などのお兄さ
ん、お姉さんがスタッフになって運営し、子供たち自身でつくり
あげる大会です。今年も大勢の子供たちが集まり、みんな夢中で
新記録に挑戦していました。大会の結果は、次のとおりです。

▲ ビー玉皿移し

▲ 今福一仁さん（清水新居）の
オーロラ写真

▲ 田中さくらさん

▲ 空き缶つみ

　8月30日（日）、町内各地で防災訓練が行われました。例年、地区の大人たちが中心に
行われる防災訓練ですが、今年は押原中学校の生徒たちも「地区別協働防災訓練」とし
て防災訓練に参加しました。生憎の雨天でしたが、大
人はもちろん、生徒たちも一生懸命に防災訓練を行
い、いざという時の備えを再確認していました。

防災訓練

▲ だれか！助けてください！（AED訓練） ▲ 中学生も参加した消火訓練「考えるな！感じるんだっ！」

種　　　目 低学年の部 高学年の部

ビー玉皿移し 坂下　にこ（29 個）佐野くるみ（25 個）
サイコロ 1 だし 井上　理生（11 回）雨宮　昇永（11 回）
洗濯バサミつけ 滝口　ゆい（16 個）雨宮　昇永（22 個）
１人しりとり 坂本　路惟（42 回）八木野夏菜（18 回）
反復横跳び 小林　深智（55 回）小島　顕子（43 回）
ピッチング 浅川　恵太（24 点）
空き缶つみ 渡辺　凜音　（6 個）

▲ 三枝史博さん（押越）の	
絹彩画

展示は毎月替わります。
10月上旬からは山田耕三さん
（押越出身 ) のウェルカムボー
ド展「KADODE ーカドデー」
の予定です。

▲ とったどー！（楠地蔵尊祭） ▲ 祭りだわっしょい（若宮八幡神社）▲ 楠地蔵尊（灯篭右後）
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昭和町教育委員会（☎ 275-8631)

まな

はぐく

おし

NO.197　 平成 27 年 10 月号

　押原小学校（☎ 275-2053）　西条小学校（☎ 275-6100）　甲府昭和高校
　常永小学校（☎ 268-1111）　押原中学校（☎ 275-2040）　（☎ 275-6177）学 校　学校給食センター（☎ 275-5306）　町立図書館（☎ 275-7860）　杉浦醫院

　町立温水プール（☎ 275-9811）　総合体育館（☎ 275-1115）　（☎ 275-1400）
教育委員会
関 係 施 設

   

平
成
27
年
度
の
児
童
会
の
活
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
は「
ニ
ッ
コ
リ
ス
マ
イ
ル

ほ
た
る
っ
子
」で
す
。５
月
の
児
童
総

会
で
、こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、三

つ
の
重
点
目
標「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ほ

た
る
っ
子
に
な
ろ
う
」「
人
や
環
境

に
や
さ
し
い
ほ
た
る
っ
子
に
な
ろ

う
」「
ル
ー
ル
を
守
れ
る
ほ
た
る
っ

子
に
な
ろ
う
」を
決
め
て
、諸
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
違
う
学
年

で
構
成
し
た
班
で「
縦
割
り
仲
良
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
企
画
。５
月
に

は
、六
年
生
の
リ
ー
ド
で
鬼
ご
っ
こ

や
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

一
年
生
の
歓
声
が
校
庭
や
校
舎
に
響

い
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
に
は

ピ
カ
ピ
カ
大

作
戦
と
称
し

校
舎
周
り
の

草
取
り
を
縦

割
り
班
で
実

施
し
ま
し
た
。

20
分
間
と
い

え
、き
れ
い
に

な
る
も
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。６
月
下
旬
に
、各

学
級
プ
ラ
ン
タ
を
準
備
し
、日
々
草

や
サ
ル
ビ

ア
な
ど
を

植
え
ま
し

た
。
校
舎

前
花
壇
に

も
同
じ
花

を
植
え
ま

し
た
。

　

10
月
に
は
各
班
で
考
え
た
ゲ
ー
ム

で
競
う
ゲ
ー
ム
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

や
、12
月
に
は
仲
良
し
お
弁
当
タ
イ

ム
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、や
さ
し
い
ほ
た
る
っ
子
に

な
る
た
め
に
、目
標
を
持
ち
頑
張
っ

て
い
る
人
を
紹
介
す
る「
が
ん
ば
れ

ウ
イ
ー
ク
」、お
世
話
に
な
っ
た
人
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る「
あ
り
が

と
う
ウ
イ
ー
ク
」を
行
い
ま
す
。　

　

児
童
会
活
動
は
、児
童
が
自
主
的

に
ニ
ー
ズ
を
考
え
企
画
実
行
し
、よ

り
良
い
も
の
を
つ
く
る
活
動
で
す
。

児
童
の
意
欲
を
大
切
に
、楽
し
い
学

校
つ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。

西
条
小
学
校

ニ
ッ
コ
リ
ス
マ
イ
ル

ほ
た
る
っ
子

◎	
７
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

教
育
長
報
告
事
項 

•	

４
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•	

県
学
力
把
握
調
査
結
果
報
告
に
つ

い
て

•	

い
じ
め
対
策
連
絡
協
議
会
に
つ
い

て
•	

学
力
向
上
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て　

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•	

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

総
会
に
つ
い
て

•	

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
員
会
に
つ

い
て

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•	

町
費
負
担
教
職
員
研
修
会
に
つ
い

て
•	

社
会
科
副
読
本
の
改
訂
に
つ
い
て

議
事

•	

な
し

◎	

７
月
臨
時
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

•	

昭
和
町
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

•	

教
科
用
図
書
採
択
に
つ
い
て

教
育
委
員
会

　

７
月
、８
月
。押
原
中
学
校
の
夏
の

伝
統
行
事
で
あ
る「
有
価
物
回
収
」

と
、新
た
な
取
り
組
み「
地
区
別
協
働

防
災
訓
練
」を
行
い
ま
し
た
。

　

有
価
物
回
収
は
、昭
和
45
年
に「
Ｐ

Ｔ
Ａ
廃
品
回
収
」が
行
わ
れ
、同
52
年

か
ら「
廃
品
回
収
」、同
58
年
か
ら
は

「
有
価
物
回
収
」と
し
て
継
続
す
る
生

徒
会
活
動
で
す
。今
年
度
は
、新
た
に

「
古
着
」の
回
収
も
始
め
ま
し
た
。有

価
物
の
再
資
源
化
を
推
進
し
、収
益

は
教
育
活
動
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

奉
仕
作
業
を
通
じ
、勤
労
の
意
義
や

働
く
人
の
思
い
に
気
付
き
、リ
サ
イ

ク
ル
の
仕
組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

自
己
の
生
き
方
や
今
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
７
月
18
日
、早
朝
か
ら
皆

様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、回
収
活
動

を
行
い
ま
し
た
。生
徒
は
、午
前
８
時

に
地
区
公
会
堂
等
に
集
ま
る
と
、有

価
物
を
回
収
し
、保
護
者
の
運
転
す

る
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
で
中
学
校
ま
で
運

び
込
み
ま
し
た
。有
価
物
が
ど
こ
か

で
再
利
用
さ
れ
た
り
、リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、一
生
懸
命
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
活
動
は
、保

護
者
の
皆
様
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
地
区
委
員

長
、役
員
、回
収
業

者
、そ
し
て
昭
和

町
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
て
で
き
る
行
事
で
す
。皆
様
、ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、町
の
防
災
訓
練
に
合

わ
せ
、中
学
校
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て「
地
区
別
協
働
防
災
訓
練
」を

実
施
し
ま
し
た
。

　

本
校
は
、今
年
度

か
ら「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
･
ス
ク
ー
ル
」

と
な
り
、「
地
域
が

育
て
る
、ま
た
地
域

と
と
も
に
育
つ
学
校
を
め
ざ
し
た
活

動
」を
行
っ
て
お
り
、地
域
と
学
校
と

の
密
接
な
連
携
が
重
要
で
す
。

　

昨
年
度
行
っ
た
防
災
教
育
を
、机

上
の
訓
練
だ
け
で
は
な
く
、実
際
に

地
域
で
防
災
訓
練
を
体
験
し
、中
学

生
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
地
域
の

方
々
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
の
行
事
で
も
地
域
の
方
々

の
力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

押
原
中
学
校

地
区
別
協
働
防
災
訓
練

30
数
年
の
歴
史『
有
価
物
回
収
』

　

６
月
下
旬

に
、こ
れ
ま
で

11
月
に
行
っ

て
い
た「
き
ず

な
祭
り
」を
行

い
ま
し
た
。児

童
会
行
事
で

あ
る
と
同
時

に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し

て
の
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

  

「
た
て
わ
り
班
」ご
と
に
遊
び
の
お

店
を
企
画
・
運
営
し
、楽
し
む
だ
け

で
な
く
、協
力
す
る
こ
と
を
学
ぶ
行

事
で
も
あ
り
ま
す
。

  

今
年
は
、地

域
の
方
に
紙
飛

行
機
屋
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。学
区
内
の

各
園
の
年
長
さ

ん
も
来
て
楽
し

ん
で
く
れ
ま
し

た
。歓
声
が
校

舎
内
に
こ
だ
ま

す
る
二
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

押
原
小
で
は
、年
に
数
回
、多
目
的

室（
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
）で
給
食
を
食
べ

て
い
ま
す
。学
年
ご
と
に
食
べ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、児
童
会
が
中
心

と
な
り
、赤
白
の
色
別
ご
と
食
べ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

  

７
月
上

旬
に
は
色

別
に
よ
る

「
た
て
わ

り
ラ
ン

チ
」を
２

回
に
分
け

て
行
い
ま

し
た
。
高

学
年
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
、美

味
し
く
そ
し
て
楽
し
く
給
食
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

給
食
の
後
は
、テ
ー
マ
を
確
認
し

た
り
ゲ
ー

ム
を
し
た

り
し
て
、

楽
し
い
時

間
を
過
ご

し
ま
し

た
。

押
原
小
学
校

楽
し
か
っ
た
き
ず
な
祭
り

強
い
き
ず
な
を

　

異
年
齢
集
団
に
よ
る「
縦
割
り
班

で
の
活
動
を
通
し
て
、上
級
生
は
下

級
生
に
対
す
る
責
任
感
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
」こ

と
等
を
ね
ら
い
と
し
た
、児
童
会
主

催
の
ゲ
ー
ム
集
会
が
、開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
校
児
童
は
、24
の
班
に
分
か
れ

「
ま
め
う
つ
し
」等
13
種
目
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、記
録
に
よ
っ
て
得
点
を
加

算
し
て
優
勝
を
目
ざ
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、ゲ
ー
ム
会
場
が
集
中
し

た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
、迷
子
に
な
っ
た

一
年
生
を
探
す
六
年
生
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
班
長

は
、
一
年

生
を
見
つ

け
る
や
、

小
言
も
言

わ
ず
優
し

い
眼
差
し

で
、
一
年

生
の
手
を
そ
っ
と
と
り
、自
分
の
班
に

戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。班
長
が
付
け
て

い
た
、白
い
ビ
ブ
ス
の
10
番
が
、こ
と

さ
ら
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

終
わ
り
の
会
で
、優
勝
し
た
班
の

発
表
・
表
彰
が
行
わ
れ
、果
た
せ
る

か
な
、白
の
10
班
が
、班
員
の
協
力
の

か
い
も
あ
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。や

は
り
、ね
ら
い
を
達
成
し
た
姿
を
、天

は
見
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　

暗
記
や
暗
唱
は
、教
育
の
基
本
で

あ
り
な
が
ら
、計
算
機
や
パ
ソ
コ
ン

等
、便
利
な
機
械
が
社
会
に
普
及
す

る
に
付
け
、ど
こ
か
影
が
薄
く
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。そ
ん
な
中
、常
永
小

学
校
で
は
、始
業
式
な
ど
で
お
話
を

す
る
子
ど
も
は
、事
前
に
原
稿
を
書

き
、そ
の
文
章
を
丸
暗
記
し
て
、場
に

臨
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

文
章
を
丸
暗
記
す
る
こ
と
は
、言

葉
を
覚
え
る
だ
け
で
無
く
、抑
揚
を

付
け
た
豊
か
な
表
現
を
生
み
ま
す
。

ま
た
、
脳

の
発
達
も

促
し
ま

す
。
諳
ん

ず
る
こ
と

を
大
切
に

し
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

常
永
小
学
校

や
は
り
、天
は
見
て
い
る
！

諳そ
ら

ん
ず
る
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